授業実践Ⅲ：社　会　科
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第６学年　社会科学習指導案
下関市立角倉小学校　教諭　藏田　博史　

１　単元名　　　世界に歩み出した日本【東京書籍】
２　単元設定の理由　　　　　　　　

《児童観》本学級の児童は男子12人、女子15人の計27人である。男子は元気な児童が多く、授業中は活発な活動及び発言がある。反面、場の状況をよく考えず、自分勝手な言動を取ってしまうこともある。女子は全体的に授業中の発言が少なく、おとなしい児童が多い。学習課題にはまじめに取り組むことができる。　　単元前の児童の実態調査アンケート（7月実施）【５段階の自己評価による】
	
	内　　　　　　　　　　　容
	平　均

	関心
	社会科の勉強は楽しいか
	4.0

	話す
	自分の考えを話すことは好きか
	3.0
	3.2

	
	授業中は自分の考えを進んで発表しているか
	2.7
	

	
	丁寧な言葉で話しているか
	3.8
	

	聞く
	先生や友だちの話を聞くことは好きか
	3.9
	4.0

	
	先生や友だちの話は最後まできちんと聞いているか
	4.2
	

	
	先生や友だちの話すことが分かるか
	4.0
	

	書く
	書くことは好きか
	3.6
	3.6

	
	習った漢字を使って丁寧に書いているか
	3.6
	

	
	自分の考えをきちんと書いているか
	3.7
	

	読む
	本や文を読むことは好きか
	4.1
	3.9

	
	本や文に書いてあることは、読んだらよく分かるか
	3.8
	

	
	書いてあることを、考えながら読むことができるか
	3.7
	

	応じる
	友だちと話合いをするのは楽しいか
	4.0
	3.6

	
	話合いでは進んで自分の考えを話しているか
	3.3
	

	
	話合いでは友だちの考えをきちんと聞いているか
	4.1
	

	
	話合いでは、会話の紡ぎ合いができているか
	3.1
	


右の表は、単元前に実施した社　　　

会科に対するアンケートの結果で　

ある。ここから、我が国の歴史に
関心をもち、楽しんで学習に取り
組めていることがうかがえる。聞

くことについては、学習中の友だ
ちや教師の発言をきちんと聞くことができていると児童自身が感じている。反対に、話すことについては、その評価が他の言語能力の項目に比べて低い。これには２つの原因が考えられる。１つは、児童自身の内面的な問題である。これは、人前での表現が恥ずかしかったり、自分に自信がもてなかったりすることが考えられる。もう１つは教師による学習展開の問題である。高学年の社会科は中学年に比べ学習内容が増え、その内容を確実に習得する学習に多くの時間が費やされる。そのため、友だちとの交流を通して社会的な思考力、判断力及び表現力の育成を図る学習については、十分な時間の確保が難しい。互いの考えたこと及び感じたことについて伝え合う活動がうまく設定できず、結果、話すことに抵抗を感じてしまうという背景が考えられる。
《教材観》本単元では、我が国が明治維新後の急激な変化の中、欧米の文化を積極的に取り入れて近代化を進めたことで国力が充実し、国際的地位が向上したことを学習していく。具体的には、

①国政及び文化等にかかわる人物の働き

②我が国と諸外国との関係の変化（条約改正）
③２つの戦争（日清戦争、日ロ戦争）と我が国の産業発展
④生活様式や社会の変化
以上の４点について教科書及び資料集等を通して学習する。また、我が国のために力を尽くした当時の人々の行動や思いに触れることで、歴史や先人の働きについて理解と関心を深める。さらに、我が国の政策についての考えを児童相互が伝え合うことを通して、我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育てることができる単元となっている。
《指導観》児童の実態及び単元の特性を受け、指導に当たっては、以下の点に留意して進めていきたい。
○習得と活用を図る学習サイクル（家庭学習との連携）
本単元では、家庭学習の充実を通して理解を深め、理解を深めることで思考をも深めていく学習サイクルを提案したい。図にも示すとおり、基礎的・基本的な内容（人物、用語、出来事等）についてはあらかじめ家庭学習でつかむ。授業時間の前半は、家庭学習でつかんだことの共通理解を図る。そして後半は、得た知識を十分に活用し、各時に設定された課題の解決を通して理解を深めるとともに、思考力、判断力、表現力等の育成をめざしていきたい。
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○因果関係の明確化による社会的事象の更なる理解
一般的な社会事象においては、事象に対して必ずいくつかの原因が存在し、その事象を通していくつかの結果が生まれてくる。そして、それが新たな原因へとつながっていく。歴史においても同様で、この因果関係が繰り返され、現在へとつながっている。この流れを児童にも意識させることで、社会科の内容に関する理解は、より深まるのではないかと考える。そこで、「なぜなら～」、「理由は～」、「このことで～」、「～の結果、～」等、理由や根拠が明確になる文章構成を児童に提案し、話合いや学習プリントの整理に生かしたいと考える。
○「書く活動」を通した「話す活動」への自信付け及び話す力の習得を図る学習の展開

話すことについては児童自身、苦手意識をもっている。これを取り除き、活発に話合いを進めるためには、まず、児童が自分の話す内容に自信をもつ必要がある。そこで、本単元では、学習内容についてあらかじめ家庭学習を進め、書きまとめておく学習サイクルを児童に示し、単元を通して実施していきたい。このことで、自分の発信に自信をもつことができ、進んで伝え合おうとするのではないかと考える。また、よく分からない事象及び人物については、そのままにせず、自分なりに聞いたり調べたりしておくように助言する。この取組が友だちの発信と自分の考えを比べながら聞くことや、進んで質問をすることにもつながるのではないかと考える。また、ペアトーク及びグループトークを学習課題の内容や児童の理解に応じて効果的に取り入れることにより、少人数での話合いをすることで心理的な不安を和らげ、より自信をもって話すことができるようにしたい。
○児童相互の伝合いによる共感と尊重をめざす言語活動の設定
　　本単元において毎時の学習の後半は、その学習内容に関連する課題解決学習を行う。１つの課題に対し様々な着眼点がもて、それに応じた様々な考え方ができる課題を設定する。そして、児童相互による伝合いを通して、互いに共感し合える場となるように支援したい。このことにより、伝え合い高め合うことの有用性に気付き、進んで学習に取り組もうとする意欲が高まるのではと考える。また、本単元も多くの人物及び出来事が出てくるが、そこに一貫して流れるのは、この時代に生きた人々の我が国に対する深い愛情である。伝合いを通してこのことに触れることにより、今を生きる児童にも、我が国の伝統や文化を大切にしようという心情が育つのではと考える。
３　単元のねらい

	関心・意欲・態度
	２つの戦争（日清戦争、日ロ戦争）、条約改正及び科学の発展等に興味をもち、意欲的に調べることができる。

	思　考・判　断
	　我が国の国力が充実し、国際的地位が向上した様子を、人物の働き、産業の発展及び外国との関係を通して考えることができる。

	技　能・表　現
	年表、地図、グラフ等の資料を効果的に活用して２つの戦争（日清戦争、日ロ戦争）、条約改正、科学の発展等について調べるとともに、調べたことをノートや学習プリント等に工夫しまとめることができる。

	知　識・理　解
	２つの戦争（日清戦争、日ロ戦争）における勝利と条約改正、科学の発展等を通して、我が国の国力が充実し、国際的地位が向上していったことが分かる。

	言語能力：書く力
	効果を考えて、文字や色等の表現を工夫する。≪家庭学習において≫

	
	明らかにした事実に対する因果関係が明確になるように、自分の考えを書きまとめる。　　　　　　　　　　　　　　　　≪授業時間において≫

	言語能力：話す力
	資料を基にし、それに対する自分の考えを話す。


　
４　指導計画（全７時間　　本時　４/７）
	時
	学習のテーマ
	家庭学習として(人物・用語・出来事調べ)
	言語能力
	おもな学習課題として

	１
	会社がつくられた
	渋沢栄一、大原孫三郎、紡績業、輸出、輸入
	応じる力
書く力
	「この資料から分かることを考えよう」　　　（グラフ：工業の発展）

	２
	陸奥宗光と条約改正
	陸奥宗光、正岡子規、秋山真之、ノルマントン号事件、関税自主権、治外法権
	応じる力
書く力
	「不平等条約には、日本にとってどのような問題点があったのだろう」

	３
	中国やロシアと戦う
	清、日清戦争、下関条約、台湾、賠償金、内乱
	応じる力

話す力
	「この絵から分かることを考えよう」

（外国人の見た日清戦争）

	④
	
	小村寿太郎、与謝野晶子、ロシア、満州、
日ロ戦争、乃木希典、東郷平八郎
	書く力

話す力
	「日清戦争と日ロ戦争の同じ点・ちがう点について考えよう」　　(絵･地図)

	５
	朝鮮を植民地にする
	韓国併合、植民地、独立運動
	書く力
話す力
	「日本は朝鮮に対し、どのような支配をしたのだろう」

	６
	国際社会で活躍する日本人
	北里柴三郎、志賀潔、野口英世、夏目漱石、樋口一葉、破傷風、赤痢菌、黄熱病
	話す力
応じる力
	「この時代に活躍した人々の共通点は何だろう」

	７
	生活や社会の変化
	田中正造、足尾銅山の鉱毒事件、第一次世界大戦、米そう動、普通選挙、関東大震災、民主主義、全国水平社
	話す力
書く力
	「日本の工業は大きく発展したが、その
原因と結果（良かった点・問題点）を考えよう」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※言語能力については上記を主、下記を副として設定
５　本時案

(1) 日　時　平成２０年１０月１７日（金）５校時（１４：０５～１４：５０）

　(2) ねらい　○朝鮮半島の支配をめぐった日清戦争及び日ロ戦争における共通点及び相違点について考えることを通して、我が国の国力が充実し、国際的地位が向上していった様子を理解する。　　　　　　　　　

（社会科：知識・理解）

○明らかにした事実に対する因果関係が明確になるように、自分の考えを書きまとめる。　　　　　　　　　　　　　

（言語能力：書く力）
　(3) 準備物　学習プリント、小黒板、各自が持参した資料
(4) 学習の展開
	時
	学習活動・内容
	主な発問と予想される反応
	教師の指導･支援

	12
3
10
13
7

	振り返る
つかむ

考える

深める

まとめる
	１　家庭学習で調べたことの共通理解をする
２　本時の学習課題を知る

　《言語活動の
充実として(書く力)》
３　学習課題について自分の考えをもつ
・１人学び
・ペアトーク
《聞き方としては…》
　①相手の考えの確認
　②質問
　③相手の考えに対する自分の意見
④各自話題に沿って
４　学習課題について話し合う
《話合いの展開として》

発信→質問→賛成や反対の意見→関連する話題→別の話題…

５　本時の学習についてまとめる

	【家庭で学習した内容】

《人物》

乃木希典、東郷平八郎
小村寿太郎、与謝野晶子

《出来事、用語》

ロシア、満州、日ロ戦争

《教師から提示する資料として》

・外国人の見た日清戦争、日ロ戦争
（風刺画）

・日清戦争、日ロ戦争の戦場 （地図）

・２つの戦争の比較　　　 （グラフ）
《同じ点として…》
・日本が勝った

・朝鮮半島が主な戦場となった

《違う点として…》

・日本人の描かれ方が違うよ
・日ロ戦争では大きな海戦があったよ
・戦費が大きく違うよ
・動員兵力や戦死者数が大きく違うよ
・賠償金や領土等、得たものが違うよ

Ｑなぜ戦費が大きく違うのだろう
Ｑなぜ動員兵力や戦死者数が大きく違
うのだろう
　→日ロ戦争は今まで日本が経験したことのないほどの大きな戦争だった
Ｑ２つの戦争を通して、日本が得たも

のと失ったものは何だろう
《得たものとして》

・条約改正の達成、国際的地位の向上
・工業の発展、領土の獲得等
・欧米支配に対する有色人種の希望
《失ったものとして》

・多くの戦費

・多くの命
	・教科書及び資料集での調べ学習を基本とするが、自分なりの情報が収集できた児童については賞賛し、全体に広げたい
・乃木希典については郷土の英雄として紹介し、地域の歴史にも目を向けさせたい

・この学習課題により、対戦国は違うが、２つの戦争は朝鮮の支配権をめぐる一連の戦争としてとらえさせ、学習を進めたい

・資料の出典元について児童に紹介することで、進んで活用するように意識付けたい

・根拠となる資料及びその読取り方が明らかになるように、基本的な文章表現の構成は紹介したい

・

・ペアトークを通して自分の考えの変容がある場合は、その都度、プリントに書込みをさせることにより、共感的、支持的な雰囲気づくりに努めたい
・基本的な話型を提案することで、話すことに対する不安を取り除きたい
・発信後は受信者に簡単な評価をさせることにより、聞き手を意識させ、話す力の向上を図りたい
・学習効果を高めるため、基本的な話合いの流れを示したい
・必要に応じて教師から話題Ｑを提案し、思考及び理解の深化を図りたい
・Ｑについては様々な原因と結果が考えられ、答えは１つに絞れないことを伝え、児童の自由な発想の中から事象を見詰めさせたい
・ここでは２つの戦争について、現在の価値観から感情的につかませるのではなく、当時の世界の中での日本の立場に立ち、本時までの学習を振り返りながら、因果関係のつながりとしてつかませたい


(5) 評　価
○日清戦争及び日ロ戦争における共通点および相違点について考えることを通して、我が国の国力が充実し、

国際的地位が向上していく様子が理解できたか、話合いの様子及び学習プリントからみとる。

（社会科：知識・理解）

○事実を明らかにし、それに対する因果関係も明確になるように、自分の考えを書きまとめることができたか、学習プリントからみとる。



　　　　 （言語能力：書く力）
研究主題：各教科等における伝え合う力を高める授業づくりに関する研究


－児童の言語活動の充実を通して－


研究の仮説：各教科等での指導において、言語活動の充実を図る授業を繰り返し実践することにより、児童の伝え合う力を高めることができるであろう








予習《家庭学習》





・人物、用語、出来事等について


・教科書、資料集等から調べ学習


・学習プリント利用





習得《授業時間前半》





・家庭学習で調べたことの共通理解


・学習プリント利用





活用《授業時間後半》





・本時に関連する内容の課題解決学習


・学習プリント利用





次時へ





学校での社会科の学習時間（1単位時間）











「日清戦争と日ロ戦争の同じ点・ちがう点について考えよう」





①私は～だと思います


②～ページの～を見てください


③この資料から～と分かります


④だから～だと考えました





【基本的な文章構成として】


①自分の考え


②考えの根拠（資料の紹介）


③資料に対する自分の読取り


④まとめ
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